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【書評】
山下美紀『子どもの「生きづらさ」
−子ども主体の生活システム論的アプローチ』（2012年）
Book Review of YAMASHITA Miki’s “Uneasy to Live in Childhood ”
田村光子
TAMURA Mitsuko
要旨　本稿では、まず、本書（学文社、2012年、ISBN 978-4-7620-2312-5）を取り上げ
た理由、ならびに子ども研究の課題について概観する。次に、本書のねらいと構成を紹介
して、本書の表題でもある子どもの「生きづらさ」について概観する。各種統計資料およ
び先行研究や調査をもとに、現代の子どもが置かれる状況や子どもたちの特徴について、
著者の知見を紹介する。次に、子どもの「生きづらさ」を分析するために、生活システム
の視点を概観する。子どもを生活主体者として捉える視点、子どもの生活を総体的にとら
える視点を提供してくれる。その上で、中学生に対する質的調査や量的調査をもとに、新
たな視点からいまの子どもが生活実態を見出すとともに、生活システムの変更条件との関
連からみえる子どもの「生きづらさ」について見出している。最後に、分析結果について
実践の視点から考察するとともに、今後の課題についてまとめる。
1．本書を取り上げた動機
　評者が、本書を取り上げた理由として、第一に、「子ども自身の思いをくみ取るような、
子どもに焦点を当てた研究・調査の必要性」を提示していることにある。「子どもを『育
てられる子ども』や『教育される子ども』という見方ではなく、子どもを生活の主体者と
みなし、子どもは親や学校や地域といった自分を取り巻く社会環境やネットワークをどの
ようにとらえ、自分の生活をどのように評価しているかを明らかにする」とし、「子ども
主体」の視点の必要性を指摘している。
　著者は、土井（2008）の議論を引用し、「子どもが当事者として『生きづらい』という
用語を用いて、自分を語っているような書籍はなかなか見当たらない。子どもの「生きづ
らさ」については、当事者としてではなく、なぜいまの子どもは生きづらいのかという第
三者のまなざしから論じられることが多い」ことを示し、「子ども自身が自分の人生をど
のように認知しているかという視点を導入することの重要性」を指摘している。子どもの
思いに寄り添い、子ども主体の視点といった、子ども支援実践で欠かせない視点を背景
に、社会学的視点から丁寧な分析、検討を加えていることが意義深い。
　さらに、これまでの「子ども」研究の課題として、「良いところを上に伸ばす」という
発想が強い事も指摘する。ローゼンバーグ（1965）の提示した自尊感情尺度に着目した調
査の主眼は、「どうしたら自尊感情を高めることができるか」、つまり「自分に対する肯定
的評価をどう高めるかに重点が置かれており、自分に対する否定的評価をどうすれば低減
させることができるかという側面への目配りが肯定的評価のそれに比べて手薄である」と
指摘する。そこで、本書では、「どうすれば自己評価を高まるかという視点から、何が自
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己評価を下げているのかを解明するという視点への見方」の転換を提示している。著者
は、終章にて「困難に直面した時に『自分が悪い』と自分を責めるのではなく、自分の生
活を自分で切り開いていくような力をもった存在であることに気付かせることも必要であ
ろう。いいかえると、子どもは自分自身の生活を組み立てる主体であるという気持ちを持
たせることによって、子どものエンパワーメントを高めることが、子ども支援の重要な課
題である」と結んでいる。
　現代社会のパラダイムシフトに、子どもの生きる社会も巻き込まれていることは言うま
でもない。一方、保育、学校教育、社会福祉実践など、子ども支援の現場は多様にある
が、日々の実践に追われ、支援における理念や概念が形骸化してしまうことも少なくな
い。「いま、ここ」に生きる子どもの実態を検討する視点は、子どもの未来に活きる支援
に繋げるために、現場実践者においても大きな示唆を与える内容であるといえる。
2．本書のねらいと構成
　本書は、表題にも示される、子どもの「生きづらさ」に着目し、その実態の把握、諸要
因について社会学的視点「生活システム論」を用いて、検討を加える内容である。
　著者は、「子どもに関する先行研究をレビューするなかで、子どもの実態を把握するた
めには、親以外の関係性やその重要性、子どもの置かれている生活状況、そして何より子
ども自身が自分の人生をどのように認知しているかという視点を導入することの重要性を
知るに至り、今回の『生きづらさ』研究に着手するようになった」としている。そして、
「現代の子どもの生活に着目し、子どもはどういった『生きづらさ』をどの程度感じてい
るのか、子どもの生活実態の様相と照らし合わせながら、子どもの『生きづらさ』を明ら
かにすること」をねらいとしている。
　本書は 2部で構成される。第 1部は、第 1章から第 4章の理論部分からなり、先行の調
査や親子関係研究、家族研究をレビューし、子ども研究の課題を析出するとともに、この
研究で使用する「生きづらさ」概念および「生活システム」概念について整理している。
第 1章では、「子ども」概念の整理、子どもの置かれる生活概況を示す。第 2章では、先
行調査から、「子ども」研究におけるパラダイムとそこからみえる「子ども」研究の課題
を示す。第 3章では、「生きづらさ」の概念定義を試み、第 4章において、子どもの生活
を「生活システム」としてとらえる視点を示し、これまでの議論を背景に「生きづらさ」
への生活システム論的アプローチの有効性を提示する。
　第 2部では、これまでの理論部分を踏まえて、子ども中心の生活システムモデルを用い
て、子どもの「生きづらさ」の実態を明らかにする実証編である。第 5章では、中学生新
聞への投書を資料として、「生きづらさ」の質的分析、第 6章では、中学生への質問紙に
よる量的調査から「生きづらさ」の実態把握を試みている。第 7章では、これらの議論を
背景に、生活システムの変更条件の有無と「生きづらさ」との関連を探っている。また生
活システムの変更条件の程度と「生きづらさ」の感じ方の程度との関連を分析している。
最後に、第 8章では、ここまでの調査から得られた結果をもとに、子どもたちの生活シス
テムを類型化し、その類型ごとに見出される子どもの「生きづらさ」の特徴を明らかに
し、今後の子ども支援、子どもの「生きづらさ」の軽減に寄与したいと結んでいる。
242
人文社会科学研究　第27号
3．子どもの「生きづらさ」とは
　本書のテーマである「子どもの『生きづらさ』」について、著者は、「子どもが認知した
緊張を処理するために、生活システムを変える試みを行っても緊張処理が実現できず、現
状では緊張処理の可能性が見出せない状態」と定義している。
　「生きづらさ」とは何か。著者は、昨今議論される「生きづらさ」について、精神医学、
福祉、教育、および社会学、社会哲学等の領域からの論考から次のようにまとめている。
「『生きづらさ』は、『不安定労働』や『障害』といった事柄それ自体を意味するのではな
く、資源のやりくり、目標の設定、他者との関係性、生活の価値を含めた自分の生活その
ものの状態に対する評価において、『その人にとって重要な生活諸課題の達成が何らかの
理由によって阻害され、いまの生活の状況では充足されず、自分の取りうるあらゆる対処
方法を講じても状況の改善の見込みがなく、これ以上自分ではどうしようもできないとこ
ろまで追いつめられた状態』」をいう。また、「単に『自分に自信が持てない』や『自分が
好きではない』といった自分に対する自己評価で測れるものではなく、社会・経済的な状
況をはじめとする自分の置かれている状況、能力や人的資源・物的資源のやりくりを含め
た、生活全般に対する評価として表されるものである」と示している。
　著者は、いまを生きる「子ども」を捉えるために、各種統計資料および先行研究や調査
をもとに、現代の子どもが置かれる状況や子どもたちの特徴について考察を深めている。
著者は、「子どもの学力に子どもの育つ家庭の文化的・経済的要因が影響を及ぼしている
こと」、「家庭の階層による学力差は拡大傾向にあること」を示し、「社会的・経済的条件
の制約によって、子どもの望むような生活に変更しうるような条件や可能性が無いことが
子どもの『生きづらさ』につながってい」ることを指摘する。さらに、いまの子どもの特
徴として、「自己肯定感の低さや、将来に対する積極的なモチベーションの低さ、親を超
えられないといった自立性の低さ」があること、「すぐに自分を責めたり、他の人からど
う思われているかを絶えず気にかけながら過ごし」ているとしている。子どもにとって、
家庭や親の関わりが問題解決や生活状況の改善に重要である一方で、「親にどう扱われて
いるかという自己評価」に翻弄されていたり、友人関係においても「他人を傷つけたり、
傷つけたくないという『優しさ』ゆえに」、「高度な気遣い」をしなくてはならない状況に
ある。
　いまの子どもたちには、昨今注目される「子どもの貧困」にも示されるように、「不況
や社会保障制度の弱体化などによる社会的・経済的な条件」に影響されながら、また、
「家庭の文化的・経済的要因」にも左右される中で、「薄氷を踏むような繊細さ」で人間関
係を取り結んだり、「自分が悪い」という自己責任論によって追い詰めるなどの姿が見え
る。子どもが何らかの問題に向かうとき、こうしたことが複合的に立ち上がってくる中
で、問題解決をしようとしても、どうにもならない状況が生まれてくる。著者は、こうし
た「極限的な緊張状況」を指摘し、上記のような定義で、子どもの「生きづらさ」を示し
ている。
4．「生活システム」の視点
　本書では、子どもの生活を「生活システム」の視点から検討している。著者は「生活シ
ステム」について、新（1990）の議論、「個人と社会をつないでいた中間集団が、媒介の
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メカニズムを果たさなくなるにつれ、『個人は自分中心に生活の座標を組み』『主体の側か
ら世界に働きかける起点として『生活』をシステム化する」という考え方を採用してい
る。また、「子ども」をとらえようとすると、どうしても親との関連においてとらえられ
がちだが、神原（1991）の議論より、「一個人の生活主体にとって、その人の生活システ
ムが家族システムのサブシステムとして全面的に包摂されるのではなく、その生活主体が
『家族メンバー』として関与する部分だけが家族システムの構成要素に組み込まれる」と
いう枠組みを示している。これらの視点が、「家族中心パラダイム」から「生活者中心パ
ラダイム」への変更をもたらし、「子どもを生活者としてとらえ」、「子どものもつさまざ
まな資源を包括的に視野にいれた」視点から「子どもの生活全体を分析することが可能に
なる」ことを示している。また、「子どもがどのように生活システムを組み立てながら生
活課題の実現を達成しようとしているか、その内実を分析することが可能となるととも
に、生活課題の達成を阻害している要因がどこにあるのかという課題も明らかにすること
ができる」としている。
　さらに、子どもの「生きづらさ」を解消するためには、子ども自身が自分の望む生活課
題を達成するために、現状の生活システムの構造を変える必要性（「生活システム変動の
必要性」）があり、一方で、生活システム変動の必要性があるにもかかわらず、その可能
性（「生活システム変動の可能性」）が見いだせない限界の状況にあること、つまり変動不
可能な状況があることを捉える必要性を示唆している。著者は、「子どもの『生活システ
ム』という視点を取り入れることによって、生活システムを成り立たせている諸要素にお
ける生活課題を析出することが可能になる」としている。さらに、「生活課題が充足され
ていない部分を明確にしたうえで、子どもが使用しうる変更条件を機能させることによっ
て、生活システムを組み立て直すことができる」ことを示している。
5．子どもの「生きづらさ」の分析
　著者は、上記の視点をふまえ、まず「中学生新聞への投書記事」の分析を通して、「生
きづらさ」の標識を次にように設定している。「投書のなかから、子どもがいまの状況を
我慢できないところまで追い詰められ、助けを求めて発せられた言葉を拾い出すという作
業」から、「何かあるとすぐに自分が悪いんだと自分を責めてしまう」「『生きているのは
つらい』とか『消えてしまいたい』とか思うことがある」。その他にも「学校にも家の中
にも、どこにも自分の居場所がないような気がする」「自分なんか、この世に生まれてこ
なければよかったと思う」「今の生活はつらいことの方が多い」「いろんなプレッシャーに
おしつぶされるような気持ちになる」「他の人が自分のことをどう思っているのか、いつ
も気になる」「ありのままの自分を、誰も認めてくれない」「これ以上何をがんばればいい
のだ、と思う事がある」「将来に、まったく希望がもてない」ということが挙げられてい
る。
　次に、上記の標識をもとに、「中学生への質問紙調査」、つまり「生きづらさ」の量的調
査を試み、「生きづらさ」および「生活システム変更条件」の因子分析を行っている。「生
きづらさ」の因子としては、「消滅願望」「居場所喪失」「存在否定」「生活辛苦」「重圧感」
「ありのまま否定」「努力限界」の 7項目を見出し、これを「生きづらさ」尺度として位置
づけた。また、「生活システム変更条件」として、「努力評価」「親共感度」「関係充足度」
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「ニーズ充足度」「時間資源充足度」「相談資源充足度」の 6項目を見出し、それらの相関
関係から「生活システム変更条件の有無と『生きづらさ』」の関連を分析した。分析の結
果、「子どもの使用しうる生活環境、生活ニーズ、生活資源など、生活システム変更の条
件がある子どもほど『生きづらさ』は低く、変更条件がない子どもほど『生きづらさ』の
程度は高まること」、さらに「ある生活課題についての子どもの評価が低いとき、子ども
の使用しうる打開策などの変更可能な条件の有無が『生きづらさ』に影響し、何等かの変
更可能条件があるほど、『生きづらさ』は低く、条件がない子どもほど『生きづらさ』の
程度は高まる」ことが明らかとなった。
　さらに、「子どもの生活システム類型」をクラスタ分析により見出し、「生きづらさ」尺
度との相関関係から、いまの子どもが抱える「生きづらさ」に迫っている。結果からは、
「自分に対する評価が生活ニーズの充足に深く関わっていること」「約 7割強の子どもたち
が、何らかの生活課題を抱えながら毎日を生きていること」「いじめを受けることは、（中
略）『存在否定』や『消滅願望』だけではなく、さまざまな『生きづらさ』を感じさせる
ことにつながっていること」「人的資源の有無が、『生きづらさ』感知の軽減にとって重要
であること」「親からの評価や承認が重要であること」「生活課題の充足が許容できていな
くとも、別の所属集団において、何らかの打開策やサポートがあれば、（中略）『生きづら
さ』を感じる度合いは低い」「すべてのタイプの子どもが、『自責感』や『他者過敏性』の
『生きづらさ』を感じながら生活している」が示されている。
　著者は、「子どもの抱えている問題を限所的にとらえて解決策を見出すよりも、子ども
の生活を総体的にとらえて、たとえある部分でうまくいかなくても他の部分を改善する、
あるいは、子どもにとっての問題点の置き換えをはかることによって、『生きづらさ』を
軽減させる可能性があることが導き出せた」とまとめている。
6．まとめと課題
　終章では、次のように結論をまとめている。「陳腐でありふれた結論かもしれないが、
今回の研究を通じて見えてきたこととして、自分（大人）の価値観を押し付けるのではな
く、その子どものありのままを受け入れ、子どもが抱えている問題の所在を明らかにした
うえで、その子どもには見えていない、あるいは気がつかないでいる解決の方策を示すこ
との重要性を改めて指摘しておきたい」としている。実際、保育や教育、福祉など、子ど
もの「生」にかかわる実践分野においても、障害を持っていること、学校に行かないこ
と、友だちと群れないことなど、目に見える現状における困難性に対して支援の必要性が
要請されている。しかしながら、実際的な支援実践を通してみると、そうした子どもたち
にも、本書で示されるような「生きづらさ」が複合的に絡み合って、目に見えない現状に
も対応しなくてはならない実状が浮かび上がってくることが多くある。
　本書では中学生を対象としているが、評者による子ども支援実践においても、「信頼で
きる大人がいる子どもの居場所の必要性」を、小学生を中心とした子どもたちから提示さ
れ、その現場をつくる実践の中でも、上記に示されたような「生きづらさ」を抱える子ど
もの姿を随所で感じている。あらためて、子どもたちが社会構造の変動に巻き込まれてい
ること、いまを生きる子どもの姿をとらえ、子どもたちの未来をどのように保障していく
か、これまでの政策や実践方法を見直す必要性に迫られている。ここで、本書を通して、
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次の 4点を今後の課題として記しておきたい。
（1）　「時間」のみでなく「空間」の視点についての検討の必要性
　本書では、社会学的視野から、家族や友人、教師や近隣の人など、「子ども」の人間関
係に着目し「生きづらさ」を論じている。しかしながら、本書においても「約 4割の子ど
もが自由に使える時間がないと答えており、日常生活に時間的なゆとりがない様子がうか
がえる。自由時間がないことが『生きづらさ』とどのように関連しているかを探ることが
今後のひとつの課題」としているように、時間的な視点から子どもの「生きづらさ」を検
討する必要である。さらに、子どもを取り巻く環境、つまり「空間」の視点も欠かせな
い。「ゆとり」や「利便性」といった、これまでの大人からみた議論展開でなく、「子ども
主体」の視点から、子どもの生活実態や実感に迫った検討が求められるだろう。
（2）　子どもの気持ちをわかってくれたり、認めてくれたりする他者の存在の必要性
　著者が本書における分析結果などで多く指摘している点が、上記の視点である。「困っ
たことがあったときに親に話せるかどうかについては、約半数の子どもが親に相談できな
いと回答」している。また「いくら親子関係が重要であっても、親と子どもだけで完結す
るような関係性の構築は、逆に子どもを追い詰めることになるかもしれない。子どもに
とって親が特別な存在であればある程、ちょっとしたことで親との関係がうまくいかなく
なったときに、その状況を改善するような代替策が見つけにくい状況に陥る」ことも指摘
している。「自分の気持ちをわかってくれるような誰かがいてくれる」という思いが「生
きづらさ」を低める機能を果たしたり、子どもが家庭や学校、友人関係などで「八方ふさ
がり」の状況でも、「あなたは大丈夫だよ」と向き合ってくれる存在を、子ども自身の力
で活用する機能として、こうした他者の存在をあらためて重要視することが必要であろ
う。
（3）　「生きづらさ」の連鎖的理解の必要性
　本書の「生きづらさ」の考察部分において、「他人からの『死ね』や『キモい』などの
悪口や、無視や、殴られたり物をとられたりする嫌がらせなどの行為を受けている子ども
は、暴言約 3割、無視や嫌がらせはそれぞれ約 1割であった」「このような悪口、無視、
暴力などの嫌がらせ行為を受けている子どもは、親からも傷つくことを言われたりされた
りしている傾向がみられた」と提示されていた。　いじめや虐待の問題について、「連鎖」
という言葉が指摘されているが、「生きづらさ」にも連鎖があること、あらためて、著者
が指摘するように、「子どもの生活を総体的にとらえ」る研究の必要性を実感させられた。
（4）　実際の子ども支援につながる課題
　筆者は、本書の終章において、実際的な子ども支援にむけて、「困難に直面した時に
『自分が悪い』と自分を責めるのではなく、自分の生活を自分で切り開いていくような力
をもった存在であることに気付かせることも必要」であり、「子どもは、自分自身の生活
を組み立てる主体であるという気持ちをもたせることによって、子どものエンパワーメン
トを高めること」が重要な課題であるとする。
　本書を通して「子ども」は、構造的に規制されているからこそ、自立しなくてはならな
い存在であることが見えてくる。一方で、家族、学校等によって安心・安全に守られ、育
てられるべきであるという考え方が根強くあるのも実際である。携帯ゲームに生活を翻弄
される子どもたちを見ると、「孤立の危険に満ちた消費文化」に巻き込まれている現状も
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見えてくる。
　子どもが家族の中で主体的な存在であること、社会に主体的に参加する存在であるこ
と、大人と相互主体的に関わり合い、社会に影響を与える存在であることを、どのように
伝えていくことができるのか、現実には非常に難しい壁がある。地域や政策分野で、子ど
もの「生きづらさ」をどのようにして解消することができるのか、実践的な方策について
も今後の研究の展開に期待したい。
